
 

佐賀県地域公共交通計画改正の概要 

 

１ 「佐賀県施策方針 2023」の策定に伴う上位計画の更新 

本計画の策定時（R4.3 月）に上位計画と位置付けた「佐賀県総合計画 2019」が令和４年度

で計画期間が終了し、令和５年８月に次期計画となる「佐賀県施策方針 2023」が策定された

ことに伴い、本計画における上位計画を同方針に更新する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 「第４章 目標達成に向けた具体的な施策・事業」に上下分離方式の導入を追加（新規） 

令和５年 10 月１日に改正地域交通法が施行され、本計画に鉄道事業再構築事業に関する事

項を位置付けることで、社会資本整備総合交付金の活用が可能となった。 

令和４年９月 23 日の西九州新幹線開業に伴い、上下分離方式に移行した長崎本線の江北－

諫早間では、鉄道施設の維持管理を佐賀・長崎両県が設立した（一社）佐賀・長崎鉄道管理セ

ンターが行い（費用は全て両県が負担）、沿線市町やＪＲ九州等とも連携して利便性向上や利

用促進に取り組んでいる。 

今後は、社会資本整備総合交付金を活用しながらこの区間の更なる利便性の向上等に取り組

むため、本計画に鉄道事業再構築事業に関する事項を位置付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１「はじめに 佐賀県が目指す地域公共交通の将来像」、Ｐ４「計画の位置づけ」 
                  ※上記のほか、「計画の目標（Ｐ14～）」の各目標（指標）の注釈を削除 

【佐賀県施策方針 2023 概要】 

 ◎基本理念「人を大切に、世界に誇れる佐賀づくり」 

 ◎未来の姿「（交わろう！）動き出す 人とモノをつなぐネットワーク」 

   … 鉄道やコミュニティバス等の公共交通が地域の移動手段として維持されており、 

住民や国内外からの観光客の交流が盛んになっている。 

 ◎重点プロジェクト 

  「歩くライフスタイル」… 過度なマイカー依存から、「歩く」あるいは「公共交通利用」を 

積極的に取り入れたライフスタイルへの転換を推進します。 

「交流拠点“さが”」  … 訪れる人が心地よく感じるまちづくり・地域づくりを進める 

ことで、人・モノの交流を促進し、地域の活力向上につなげます。 
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Ｐ34 施策パッケージ 4-4）：持続可能な公共交通サービスの提供体制の強化（新規追加施策） 

 

 

（参考）長崎本線上下分離区間（江北－諫早間）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第２種鉄道事業者：ＪＲ九州 

◇第３種鉄道事業者： 

（一社）佐賀・長崎鉄道管理センター 

◇上下分離方式による運行は 23 年間 

◇鉄道施設の維持管理経費は両県が負担 

（年間約 10 億円） 

◇沿線市町やＪＲ九州等と連携して、利便性 

向上等の取組を実施 

＜利便性向上の主な取組＞ 

 ・多良駅西側に新たな改札口設置 

・駅トイレの多目的水洗化 

・高校生の利用が多い駅に Wi-Fi 設置 等 

＜利用促進の主な取組＞ 

・県南西部広域交流拠点としての肥前鹿島駅 

周辺整備 

・駅を活用した沿線の魅力発信フェスの開催 

・観光列車のおもてなし 等 



３ その他所要の改正 

・ 地域交通法の改正に伴うもの 

・ 「肥前山口駅」から「江北駅」への名称変更に伴うもの ほか 


